
大阪府バスケットボール協会　審判委員長殿

大阪高等学校連盟審判員　

掲題の件、下記の通りご報告申し上げます。

●大会名

●日程 (水) ～ (金)

●会場

●講師

●スケジュール (水)

●担当試合 (水) 10:45 ～

（U2）

●担当試合 (水) 13:15 ～

（U2）
講師／主任 なし

講評

自己の感想 ・CCとして、テンポセットでの基準引きが甘かったと感じる。
・ハーフタイムでバイオレーションの部分の笛を入れていきましょうと2人で話をして、後半に入った
が、そのコミュニケーションがきっかけかが分からないが2人のトラベリングに対する基準に差が出来
てしまいチームに違和感を与えてしまった。

令和5年12月27日
対戦カード 三和 ＶＳ 桜ヶ丘
主審（CC） 𠮷田拓哉 副審（U1） 大中亮平氏(広島)

広島県立総合体育館
広島市大和興産安佐北区スポーツセンター
広島市マエダハウジング東区スポーツセンター

第 41 回 全 関 西 中 学 生 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 交 歓 大 会

参 加 報 告 書

対戦カード

自己の感想 ・UFの判定に関してコミュニケーションをコーチと取りすぎてしまった。こちらの説明を聞き入れてもえ
らえなかったため、遅延行為としてのTFの可能性もあったが、コーチの話を聞きすぎてしまい選択
肢としてなかった。ルールブックに載っている言葉で簡潔にコミュニケーションを取れるように意識した
い。
・自身のプライマリエリアに関しては笛を入れれていたと感じるが、テンポセットの部分でトラベリング
の笛をもう少し入れるべきだった。

講師／主任 なし

講評 IRの配置はありませんでしたが、滋賀県の中村氏に講評を頂きました。

・白ベンチのコーチからのコミュニケーションに対して、コミュニケーションを取りすぎている。ルールブッ
クに乗っている言葉で簡潔に伝える必要がある。
・自分のプライマリエリアに対してはコンスタントに笛を入れれていた。

ＶＳ

主審（CC）

令和5年12月27日

令和6年1月24日

𠮷田　拓哉

令和5年12月27日

T-SMAILE

開講式なし、各自割当時間に集合
９：４５　PGC
１０：３０　コートイン・コートインスペクション
１０：４５　試合開始
１２：１５ 　PGC
１３：００　コートイン・コートインスペクション
１３：１５　試合開始
１８：３０　全体研修会

ドラゴンU14

第41回　全関西中学生バスケットボール交歓大会

令和5年12月27日 令和5年12月29日

𠮷田拓哉岡本健太郎氏(滋賀) 副審（U1）

神田　亮一　様　



●スケジュール (木)

●担当試合 (木) 10:45 ～

（U2）

●担当試合 (木) 13:15 ～

（U2）

●スケジュール (金)

●担当試合 (金) 8:30 ～

（U2）

講評

主審（CC） 𠮷田拓哉 副審（U1） 菅野峻也氏(愛媛) 野田卓氏(山口)
講師／主任 なし

令和5年12月29日
開講式なし、各自割当時間に集合
８：００　PGC
８：２０　コートイン・コートインスペクション
８：３０　試合開始
１０：００　PGC
１０：２０　コートイン・コートインスペクション
１０：３０　試合開始
閉講式なし、試合終了後各自解散

令和5年12月29日
対戦カード 郡山南 ＶＳ 八万

講師／主任 なし
講評 IR配置はありませんでしたが、兵庫県の岩田氏より講評を頂きました。

・前半トラベリングに笛を入れれていないケースが多々あった。
・テンポセットでの基準作りをもう少し行う必要がある。
・隣のコートの笛や応援の声などで笛やプレゼンが聞こえていない部分があったため、声を使って
リードをすることを意識した方がいい。

自己の感想 ・声のかけ方をもう少し意識して、積極的にリードしていく必要があった。
・トラベリング、ファールの基準などテンポセットのタイミングでもう少し笛を入れておくべきだった。
・2人でクォーター間などキーマンについて話しができ、ポイントを共有できたのは良かった。

講評 ・T,Lプライマリに対してCからのヘルプの笛が多かった。
・基本はプライマリが笛を鳴らす。ヘルプコールのとき、プライマリレフリーの判断はどうだったのか考え
た上での笛が必要。
・青チームの明らかなミートの足の踏みかえのトラベリングが1試合通して笛が入っていなかった。
・カバーディフェンスのファウルに対してヘルプコールが多かったため、レフリーディフェンスが出来ている
のか確認が必要。

自己の感想 ・自身のプライマリエリアでのヘルプコールで笛を入れてもらっている場面が何個かあり、そこに関し
ての視野の当て方を動画を見返し次に繋げたい。
・ローテーションの部分でパス回しが早く、どのタイミングで行うのかの判断に迷いがあり行かなけれ
ばいけないケースでいけていなかった。
・プレカンで声を積極的に使うという話があり、私は自分の中ではできたと感じる。

ASPIRE広島
主審（CC） 𠮷田拓哉 副審（U1） 大中亮平氏(広島)

主審（CC） 三島彩氏(広島) 副審（U1） 野口拓馬氏(三重) 𠮷田拓哉
講師／主任 神田亮一様

令和5年12月28日
対戦カード 久米 ＶＳ

開講式なし、各自割当時間に集合
１０：００　PGC
１０：３０　コートイン・コートインスペクション
１０：４５　試合開始
１２：１５　PGC
１３：００　コートイン・コートインスペクション
１３：１５　試合開始
閉講式なし、試合終了後各自解散

令和5年12月28日
対戦カード 菊陵 ＶＳ 銀河学院

令和5年12月28日

・CCとして、テンポセットでの基準引きが甘かったと感じる。
・ハーフタイムでバイオレーションの部分の笛を入れていきましょうと2人で話をして、後半に入った
が、そのコミュニケーションがきっかけかが分からないが2人のトラベリングに対する基準に差が出来
てしまいチームに違和感を与えてしまった。



●担当試合 (金) 10:30 ～

（U2）

講評

自己の感想 ・EHIME BRAVESの選手のインテンシティが上がる場面があり、コミュニケーションを取るなどの行
動があってもよかった。
・クォーターのファールバランスに差があり、チームに違和感を与えてしまった。
・審判の基準とチームの基準に差があり、どのファールも納得がもらえず、難しい試合展開となって
しまった。
・最後になりましたが、本大会開催にあたって大会準備や運営を行ってくださいました広島県バス
ケットボール協会の皆様、並びにチーム関係者の皆様に心より御礼申し上げます。また、今大会
派遣にあたり、ご指導いただきました審判員の皆様、大阪府バスケットボール協会の皆様に心よ
り御礼申し上げます。

主審（CC） 𠮷田拓哉 副審（U1） 入江隆介氏(鳥取) 樹山廣之氏(広島)
講師／主任 なし

自己の感想 ・郡山南のグレーな手の使い方に対して笛を入れるまでではなかったものの、声の使い方でリード
するなどもう少し工夫する必要があった。
・クルー3人の連携は取れていたため、ローテーションなどスムーズに行うことができた。
・リスタートの早さを意識することをPGCで話したため、スムーズに行うことができた。

令和5年12月29日
対戦カード GREEN BRAVES ＶＳ EHIME BRAVES


